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Ⅰ　大会概要
１　名称

すこやか長寿祭健康ふれあい交流会
２　目的

　熟年世代が今まで培ってきた知識や豊富な経験などを次世代に伝え、伝承・活用して
いくための手段としての熟年メッセージや幅広い世代の参加による文化活動の発表の機
会を設けることで、急速に進展する高齢社会において、世代間の交流を促進し、多世代
間の生活観・価値観の違いを理解し合うことにより、誰もが生きがいを持ち続けて、健
康で安心して暮らせる長寿社会の構築を目指す。

３　主催等
（１）主　催

すこやか長寿祭健康ふれあい交流会実行委員会
公益財団法人しずおか健康長寿財団

（２）後　援
静岡県、公益財団法人静岡県文化財団、一般財団法人静岡県老人クラブ連合会、社会福
祉法人静岡県社会福祉協議会、NHK静岡放送局、静岡新聞社・静岡放送、中日新聞東
海本社、静岡朝日テレビ、テレビ静岡、だいいちテレビ、読売新聞静岡支局、朝日新聞
静岡総局、産経新聞社静岡支局、毎日新聞静岡支局

（３）協　賛
羽立工業、静岡銀行、スルガ銀行、清水銀行、天神屋、静岡ガス、杏林堂薬局、静岡県
牛乳普及協会、静岡県牛乳協会、竹酔、静岡県エルピーガス協会、静鉄ストア、焼津水
産化学工業、花王カスタマーマーケティング、大塚製薬、中央静岡ヤクルト販売

４　開催概要
（１）日　時　平成２７年１月３１日（土）１１時３０分～１６時００分
（２）会　場　グランシップ中ホール・大地
（３）観覧者　７８０人
５　内容
（１）音楽活動・生きがい活動を通しての多世代間の交流促進・絆づくり

・チアリーディング　加藤学園高等学校チアリーダー部
・ダンス　Rikaマーチングアカデミー
・シニアコーラス　四季を歌う会
・鰹節のうた体操　焼津市健康づくり食生活推進協議会
・リフォームファッションショー　シニアクラブ静岡県審査会優秀作品

（２）熟年メッセージ大会
　表彰式及び優秀作品の発表（３作品）、講評

（３）エントランスアトラクション
・ねんりんピック栃木2014美術展入賞作品、健康づくりポスター等展示
・似顔絵（似顔絵・ウフフ）、骨密度測定会（株式会社杏林堂薬局）
・自立体力全国検定（羽立工業株式会社）、食の体験コーナー（焼津水産化学工業株式

会社、株式会社 明治、静岡市食生活改善推進協議会、味の素株式会社）
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Ⅱ　オープニングセレモニー
　加藤学園高等学校チアリーダー部のはつらつとしたチアリーディングの後、大会会長の
佐古伊康しずおか健康長寿財団理事長が「静岡県は健康寿命日本一です。力を合わせて健
康寿命をさらに延伸しましょう。」と開会の挨拶をいたしました。

　沼津市から交流会に初めて参加していただきました。笑顔と元気な声、躍動感あふれる
演技に魅了されました。また、「Pecori Night☆」では観客の皆さんも一緒になって身
体を動かし、とても楽しそうでした。

加藤学園高等学校チアリーダー部 SHINE ☆ STARS

佐古会長と大会実行委員 御来賓の皆様
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Ⅲ　ホールアトラクション

　マーチングが大好きな小学生・中学生の皆さんが素敵なダンスを披露してくれました。
このクラブでは、一人ひとりの才能を高め、感性豊かな仲間づくりを目指して練習に取
り組んでいます。曲目は「希望の歌」と「September」です。

　宮川洋一先生の指導を受けて静岡市清水区中心に活動している皆さんです。「四季を歌
う会」の基本精神は「歌う喜びをみんなで分かち合う」、自分達で歌う喜びを表現しよう
というものです。曲目は「みかんの花咲く丘」、「茶摘み」、「びわ」、「りんごのひと
りごと」、「とんでったバナナ」と「さんぽ」です。

Rika マーチングアカデミー

シニアコーラス「四季を歌う会」
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　「私たちの健康は私たちの手で」をスローガンに、食生活を通した健康づくりのボラン
ティア活動を20年以上にわたり行っている皆さんが、焼津市の特産品「鰹節」を模した
拍子木を両手に持ち、“削る音から香りが広がり、母の味となり”と歌う「鰹節のうた」に
合わせて踊る体操を披露してくださいました。

　海野雅年先生の指揮の下、32名の部員の皆さんが仲良く力を合わせて演奏をしてくだ
さいました。吹奏楽コンクールで４年連続入賞されているほか、ＰＴＡバザーや敬老会な
どに参加し、地域に根差した演奏活動にも力を入れています。曲目は「時代劇スペシャ
ル」、「人生いろいろ」、「北国の春」、「津軽海峡冬景色」と「まつり」です。

焼津市健康づくり食生活推進協議会

吹奏楽演奏「静岡市立東豊田中学校 吹奏楽部」
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　母が嫁入り支度に作ってく
れた思い出のウールの着物と
黒い羽織を、ロングベスト、
パンツ、帽子、そしてポン
チョにリフォームしました。
　初めて染色したり、仮縫い
を何回もしたりしましたが、
この色彩・・この手間・・作
品を作りながら両親の温かさ
を感じて、また、新たな思い
で、大切に着用していきま
す。

芹沢教子さん（清水町）

　祖父の着物でズボンと上着
を作りました。上着は羽裏を
合わせて変化をつけました。
　マントは、着物のコートを
ほぐして作りました。
　色が地味なので裾に絞りの
羽織で花びら198枚を裁ち、
お花を33枚仕上げてまつりつ
けました。
　裏には、子どもの晴着をあ
しらってみました。

村松敦子さん（静岡市）
　タンスの整理をしていて叔
母の素敵な柄の羽織を見つ
け、身近に置いておきたいと
思い、洋服にリフォームしま
した。
　糸を解いている途中で「も
う嫌だ。やめたい。」と何度
もつまずきましたが、姉のア
ドバイスを受けながら、仕上
がった時は本当に嬉しかった
です。

横山寿美子さん（裾野市）

　一昨年、沼津で行われたリ
フォームファッションショー
をきっかけに、母が若い頃着
ていた着物をリフォームしま
した。
　表は無地に見えるので、リ
バーシブルコートの一方には
紫色の錦紗を合わせてみまし
た。同じ布でブラウスを作っ
てアンサンブルにしました。
　母を思い出しながら丁寧に
作ったつもりです。

片柳純子さん（伊豆の国市）

　母親が持たせてくれた羽織
にハサミを入れる瞬間、母親
の顔が浮かび、少しためらっ
たのですが、洋服になってま
た着るようになれば母も喜ん
でくれると思いました。
　古い布地は針の通りが悪く
縫いにくいのですが、母の付
けた「へら」の後をなで、60
年余り前の母と羽織を挟んで
過ごしたひと時でした。

梅島喜和子さん（静岡市）

リ
フ
ォ
ー
ム
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
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Ⅳ　エントランスアトラクション
　健康づくり、生きがいづくりにつながるような参加体験型のコーナーを団体・企業のご
協力を得て設置し、ご来場の皆様に楽しいひと時を過ごしていただきました。

　運動、栄養（食生活）、社会参加について良い生活習慣がある方は長生きである
そうです。
　皆様の食生活の参考になれば幸いです。
※ご協力いただいた団体・企業は「しずおか健康づくりサポーター」の皆様です。

４つの日常生活の動きを
基本にチェック！
　① 歩く　　②家事をする
　③ 着替える、またぐ
　④ 起きる、立つ

おいしく減塩しましょう

食の体験コーナー

自立体力全国検定
羽立工業株式会社

おいしい健康“応塩団”
焼津水産化学工業株式会社

6



牛乳・乳製品をとりましょう

バランス良く食べましょう

比べて納得！

モ～っと健康に、知ってみるく
株式会社 明治

からだにおいしいごはん
静岡市食生活改善推進協議会

“うま味”で減塩しましょう
味の素株式会社

67



　ボランティアグループ「似顔絵・ウフ
フ」の皆さんが似顔絵を描いてください
ました。

　会場案内や受付を手伝っていただきま
した。また、1階ロビーに「私が65歳の
とき」と題したメッセージを展示しまし
た。

　あなたの骨は大丈夫！？　測定後に管
理栄養士さんが食事と運動のアドバイス
をしてくださいました。

似顔絵コーナー
似顔絵・ウフフ

骨密度測定会
株式会社杏林堂薬局

常葉大学
学生ボランティア

8



ねんりんピック栃木2014美術展入賞作品

健康づくりポスター・標語コンクール優秀作品

部　門 No 入　賞 作品名 作者名
日本画 ① 厚生労働大臣賞 希　望 伊藤　雅章
工　芸 ② 金　賞 雨の日 岡部　映子

書 ③ 金　賞 とこしえの願い 加藤　桂三
写　真 ④ 銀　賞 修業僧がゆく 鷲巣　茂男

①
③

④
②

89



Ⅴ　第15回熟年メッセージ大会表彰式
　県内各地から応募のあった９１点の中から、１次、２次の審査会を経て選ばれた優秀作
品３点の表彰を行いました。

グランプリ

準グランプリ

第３位

諸田 サヨ さん（島田市）

「 サヨばあちゃんの休憩所 」

西島 智恵子 さん（伊豆の国市）

「 私のいきがい 」

青木 いな美 さん（袋井市）

「 人生って面白い 」

グランプリ受賞者の諸田サヨさん

準グランプリ受賞者の西島智恵子さん

左から諸田さん、西島さん、青木さん

第３位受賞者の青木いな美さん
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Ⅵ　第15回熟年メッセージ大会優秀作品発表
　表彰式に続いて、グランプリ、準グランプリ及び第３位受賞の優秀作品が本人により発
表されました。その後、佐々木隆志審査委員長から第15回熟年メッセージ大会応募作品
の講評が行われました。いずれの作品も力作ぞろいで、胸を打つ感動的なものが多かった
と述べられました。

　今回の審査では、①様々な趣味や生きがい活動を通じてそれぞれが新たな
発見をされていること、②そうした活動が結果的に社会・地域に貢献してい
ること、③活動力の源泉は、それまでの人生経験や生活のバックグラウンド
にあること、が全ての作品に共通していると思いました。
　また、老いの姿は乳児・幼児・青年期の鏡になっていると言えます。従っ
て、何が大事かというと、それぞれの今が大事であるということ、さらに身
近な所に大事なヒントがあることも審査を通じて感じたところであります。
　さて、定年退職後、高齢者のための惣菜作りを通じて「60歳過ぎてからの
暮しが本当の自分の生き方だ」と発表された諸田さん、シニアクラブの活動
が楽しく「感謝と笑顔を忘れないことが大切」とおっしゃる西島さん、退職
後、ご自身が培ってきた知識や技術で社会貢献をされている青木さん、いず
れも素晴らしい発表で感銘を受けました。ありがとうございました。

　シニアクラブの活動に参加
する事がいきがいで、感謝と
笑顔、「ありがとう」、「お
かげさま」の言葉を忘れずに
チャレンジする事の大切さを
発表されました。
（詳細は14、15ページです）

　定年退職後、高齢者のため
にお総菜作りを始め、テレビ
番組をきっかけに多くの人と
出会い、生きがいを感じ、新
たな地域活性化策にも取り組
みたいと発表されました。
（詳細は12、13ページです）

　養護教諭退職後、社会教育
指導員や子ども支援室スタッ
フとしての充実した生活の様
子と、新たな活動が全国の注
目を集めるようになり、人生
の面白さを感じたことを発表
されました。
（詳細は16、17ページです）

グランプリ
諸田サヨさん

第 3位
青木いな美さん

準グランプリ
西島智恵子さん

審査委員長講評

審査委員長
佐々木隆志
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さ
ん
」
と
し

て
、
川
根
町
の
不
便
な
場
所
に
お
住
ま
い
の
お
年
寄
り
に
声
か
け
し
な
が
ら
、
お

弁
当
を
宅
配
す
る
活
動
も
お
手
伝
い
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
活
動

を
Ｓ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
さ
ん
が
「
サ
ヨ
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
無
人
駅
」
と
い
う
番
組
に
し
て

放
送
し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
番
組
は
幸
い
賞
を
戴
き
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
国
際
放
送
を

始
め
何
度
も
放
送
さ
れ
ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
一
番
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
は
、
こ

の
番
組
を
き
っ
か
け
に
、
た
く
さ
ん
の
人
が
私
に
会
い
に
来
て
く
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
で
す
。

　

今
で
は
抜
里
駅
の
中
に
「
サ
ヨ
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
休
憩
所
」
を
作
っ
て
も
ら
い
、

そ
こ
を
拠
点
に
が
ん
ば
っ
て
生
き
て
い
ま
す
。
美
し
い
川
根
の
自
然
の
中
、
こ

の
休
憩
所
で
ほ
っ
と
一
休
み
し
な
が
ら
、
出
会
い
の
す
ば
ら
し
さ
を
た
く
さ
ん
の

人
た
ち
と
分
か
ち
合
い
た
い
。
土
曜
日
や
日
曜
日
な
ど
、
休
日
を
中
心
に
「
休
憩

所
」
を
開
け
て
い
ま
す
が
、
全
国
各
地
か
ら
た
く
さ
ん
の
人
が
足
を
運
ん
で
く
れ

ま
す
。
地
元
の
人
た
ち
も
何
か
と
声
を
か
け
手
伝
っ
て
く
れ
ま
す
。

　

幸
せ
な
こ
と
に
、
新
し
い
出
会
い
に
満
ち
た
「
温
か
い
居
場
所
」
が
育
っ
て
い

る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

　

今
は
、
Ｓ
Ｌ
列
車
新
婚
ツ
ア
ー
、
第
三
弾
に
向
け
て
準
備
中
で
す
。
地
元
の
お

じ
さ
ん
、
お
ば
さ
ん
が
頼
ま
れ
も
し
な
い
の
に
横
断
幕
を
駅
舎
に
掲
げ
て
新
婚

カ
ッ
プ
ル
を
祝
お
う
と
張
り
切
っ
て
い
ま
す
。

　

来
年
の
新
茶
の
頃
に
は
、
山
と
川
と
緑
の
里
で
「
お
茶
摘
み
体
験
ツ
ア
ー
」
を

第
15
回
熟
年
メ
ッ
セ
ー
ジ
大
会 
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や
っ
て
み
た
い
。
デ
フ
レ
に
な
っ
て
お
茶
農
家
も
大
変
だ
か
ら
、
町
内
会
の
み
な

さ
ん
に
も
協
力
し
て
い
た
だ
き
、
昔
の
お
茶
摘
体
験
を
し
て
も
ら
っ
て
、
た
く
さ

ん
の
新
茶
を
飲
ん
で
も
ら
い
た
い
。
お
じ
ち
ゃ
ん
、
お
ば
ち
ゃ
ん
た
ち
が
カ
ス
リ

の
着
物
を
着
て
、
笑
い
な
が
ら
「
ち
ゃ
き
り
ぶ
し
」
を
踊
っ
て
楽
し
み
た
い
。
そ

ん
な
こ
と
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

11
月
に
は
、
マ
ラ
ソ
ン
が
あ
り
、
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
の
休
憩
所
と
し
て
私
も
、

応
援
を
し
ま
し
た
。
若
者
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
、
見
ら
れ
て
と
て
も
楽
し
か
っ

た
で
す
。

　

今
、
振
り
返
っ
て
み
て
、
私
は
60
歳
か
ら
の
暮
ら
し
こ
そ
が
、
私
自
身
の
本
当

の
生
き
方
だ
と
い
う
気
が
し
て
い
ま
す
。
人
生
は
、
良
く
も
悪
く
も
、
そ
の
人
の

「
考
え
方
」
「
生
き
方
」
次
第
で
随
分
と
変
わ
る
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

あ
ま
り
欲
を
か
か
ず
、
片
肘
は
ら
ず
に
「
人
は
ど
う
し
た
ら
幸
せ
か
」
、
「
自
分

だ
っ
た
ら
ど
う
し
た
い
か
」
と
考
え
て
ゆ
く
中
で
、
ア
イ
デ
ア
が
浮
か
び
「
次
の

一
歩
」
を
踏
み
出
し
て
み
る
・
・
・
そ
う
い
う
生
き
方
も
楽
し
い
な
と
感
じ
て
い

ま
す
。

　

高
齢
者
に
な
っ
て
も
良
く
働
き
良
く
食
べ
る
。
1
日
20
品
目
く
ら
い
は
摂
り
、

た
く
さ
ん
声
掛
け
し
て
ど
な
た
も
孤
独
に
な
ら
な
い
よ
う
心
が
け
る
。
若
い
人
た

ち
に
安
心
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
生
き
方
を
す
る
。
高
齢
者
に
な
っ
て
も
、
前
向

き
で
責
任
あ
る
生
き
方
を
す
る
、
そ
う
い
う
気
持
ち
は
と
て
も
大
切
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
だ
か
ら
、
私
は
、
お
料
理
を
こ
れ
か
ら
も
細
く
長
く
、
出
来
る
だ
け
続

け
て
ゆ
き
た
い
の
で
す
。
私
に
は
ま
だ
ま
だ
夢
が
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
抜
里
駅
に
、
皆
さ
ん
が
利
用
し
や
す
い
ト
イ
レ
を
作
る
こ
と
。

　

抜
里
駅
に
は
、
昭
和
26
年
製
の
「
と
っ
く
に
還
暦
過
ぎ
」
の
ト
イ
レ
し
か
駅
舎

に
な
く
、
利
用
者
が
使
え
な
い
の
で
困
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
大
井
川
の
対
岸
へ
、
抜
里
と
笹
間
渡
を
結
ぶ
橋
が
有
っ
た
ら
ど

ん
な
に
便
利
か
と
思
い
ま
す
。
川
の
両
岸
を
自
由
に
行
き
来
で
き
る
道
を
作
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
実
は
、
10
月
に
副
知
事
さ
ん
が
私
た
ち
の
所

に
来
て
く
れ
ま
し
た
。
橋
の
お
話
も
出
来
ま
し
た
。
本
当
に
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　

昔
は
、
鉄
橋
の
真
ん
中
を
荷
物
な
ど
を
背
負
っ
て
歩
い
た
の
で
す
が
、
現
在
は

ル
ー
ル
が
厳
し
く
て
渡
る
こ
と
も
出
来
ま
せ
ん
。
歩
け
れ
ば
、
温
泉
ま
で
5
分
で

行
け
る
の
で
す
が
、
今
は
渡
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。

　

も
し
、
こ
の
橋
が
実
現
す
れ
ば
、
町
中
の
多
く
の
高
齢
者
が
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

し
な
が
ら
橋
を
渡
り
、
対
岸
に
あ
る
温
泉
で
心
地
良
く
汗
を
流
せ
る
。
健
康
で
元

気
な
お
年
寄
り
い
っ
ぱ
い
の
町
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　　

高
齢
者
に
な
っ
て
も
、
や
る
気
が
あ
れ
ば
、
何
で
も
や
れ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

私
自
身
が
、
楽
し
ん
で
活
動
し

て
い
れ
ば
、
町
の
人
に
も
、
そ
れ

が
伝
わ
り
、
地
域
の
活
性
化
に
も

繋
が
っ
て
ゆ
く
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
皆
が
健
康
で
幸
せ
に
生

き
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら

も
、
お
総
菜
作
り
は
気
配
り
を

持
っ
て
続
け
て
い
き
た
い
。
そ
う

考
え
て
お
り
ま
す
。
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私
は
昭
和
四
年
八
月
二
十
四
日
、
静
岡
市
清
水
区
に
生
ま
れ
、
八
十
五
歳
に
な

り
ま
し
た
。
昭
和
三
十
年
に
田
京
に
嫁
に
き
ま
し
た
。
伊
豆
は
空
気
も
良
く
、
食

べ
物
も
海
の
幸
、
山
の
幸
と
良
く
、
人
柄
も
良
く
、
良
い
良
い
ず
く
め
の
土
地
に

生
活
し
て
居
り
ま
す
。
そ
れ
で
寿
命
も
延
び
つ
つ
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。

　

私
の
日
々
の
生
活
は
、
現
在
田
京
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
に
入
会
し
て
居
り
ま
す
。
会

に
入
っ
て
い
る
事
が
私
の
生
き
が
い
で
す
。

　

現
在
、
私
達
高
齢
者
に
と
っ
て
大
切
な
事
は
認
知
症
に
な
ら
な
い
事
だ
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
家
の
人
達
か
ら
介
護
を
受
け
る
様
に
な
ら
な
い
自
立
し
た
生
活

を
送
る
事
だ
と
思
い
ま
す
。
其
の
た
め
、
毎
週
火
曜
日
、
午
前
中
の
一
時
間
三
十

分
、
介
護
予
防
教
室
に
通
っ
て
居
り
ま
す
。
最
初
に
、
何
時
迄
も
、
自
分
で
食
べ

る
事
が
出
来
る
様
に
お
口
の
体
操
、
み
ん
な
と
一
緒
に
大
声
を
出
す
、
合
唱
す

る
、
音
読
も
す
る
事
で
口
の
筋
力
も
つ
き
、
脳
も
刺
激
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。
だ

液
の
働
き
を
良
く
す
る
た
め
の
顔
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
誤
嚥
性
肺
炎
の
予
防
に
つ
な

が
る
と
思
い
ま
す
。
「
伊
豆
の
国
よ
い
と
こ
」
や
「
青
い
山
脈
」
を
合
唱
し
な
が

ら
、
手
と
足
を
使
っ
て
の
大
腰
筋
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
も
し
ま
す
。
二
人
一
組
で
両
手

を
つ
な
い
で
、
向
か
い
合
っ
て
す
る
足
の
指
と
か
か
と
の
体
操
で
す
。
親
睦
も
感

じ
ま
す
。

　

此
の
様
な
体
操
が
心
身
の
健
康
と
認
知
症
予
防
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。
だ

か
ら
家
に
閉
じ
込
っ
て
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
此
の
ご
指
導
も
市
の
方
か
ら
先
生
が

二
人
来
て
下
さ
い
ま
す
。
会
費
な
し
で
す
か
ら
、
ほ
ん
と
う
に
有
り
難
い
事
だ
と

思
い
ま
す
。
私
の
母
親
の
昔
の
事
を
思
う
と
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

で
す
か
ら
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
事
は
感
謝
と
、
笑
顔
だ
と
思
い
ま
す
。
「
あ

り
が
と
う
」
、
「
お
か
げ
様
」
。
此
の
言
葉
を
何
時
も
忘
れ
ず
に
い
た
い
と
思
い

ま
す
。
其
し
て
、
高
齢
者
で
あ
る
私
達
が
積
極
的
に
、
何
か
に
参
加
す
る
事
も
大

切
だ
と
思
い
ま
す
。
良
い
事
を
し
な
が
ら
、
大
勢
の
人
達
と
仲
良
く
、
楽
し
く
、

長
生
き
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　

た
だ
寿
命
を
延
ば
す
事
だ
け
を
求
め
て
い
る
の
で
は
な
く
、
「
い
か
に
生
き
る

か
」
と
思
う
こ
と
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
「
楽
し
み
」
、
「
喜
び
」
、
「
温
か

さ
」
に
囲
ま
れ
た
心
地
良
い
日
々
を
過
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

大
き
な
事
に
挑
戦
す
る
事
で
な
く
、
自
分
の
出
来
る
範
囲
の
小
さ
な
事
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
事
だ
と
思
い
ま
す
。
毎
月
十
七
日
は
広
瀬
神
社
の
お
掃
除
を
皆
さ
ん

と
さ
せ
て
頂
き
、
す
が
す
が
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
終
了
後
、
集
会
所
で
定

例
会
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
一
週
間
に
一
回
、
輪
な
げ
を
月

二
回
、
楽
し
く
行
っ
て
い
ま
す
。
年
に
何
回
か
、
支
部
と
か
市
の
大
会
も
あ
り
、

時
に
は
参
加
し
ま
す
。
勝
負
が
つ
き
も
の
で
す
が
、
結
果
よ
り
今
日
一
日
皆
ん
な

と
一
緒
に
運
動
が
出
来
た
事
を
喜
び
と
し
て
参
加
し
て
居
り
ま
す
。
グ
ラ
ン
ド
ゴ

ル
フ
も
、
多
少
頭
を
働
か
せ
ま
す
。
記
録
も
簡
単
な
計
算
で
す
が
、
間
違
い
の
な

い
様
気
を
つ
け
ま
す
。
ボ
ー
ル
を
入
れ
る
に
は
ど
の
様
に
し
た
ら
良
い
か
考
え
ま

す
。
輪
投
げ
も
同
じ
事
で
す
。
高
齢
者
に
と
っ
て
、
無
理
の
な
い
良
い
運
動
だ
と

思
い
ま
す
。
最
後
に
、
認
知
症
予
防
と
し
て
の
私
の
い
き
が
い
を
書
か
し
て
頂
き

ま
す
。

　　

一
、
色
々
な
事
に
興
味
を
持
つ
。

　

一
、
仲
間
と
仲
良
く
、
時
に
は
会
食
す
る
。
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一
、
無
理
な
く
身
体
を
動
か
す
。

　

一
、
今
書
い
て
い
る
日
記
も
続
け
て
書
く
。

　

一
、
カ
ラ
オ
ケ
月
二
回
。
お
ど
り
一
回
休
ま
な
い
。

　

一
、
み
ん
な
に
喜
ば
れ
る
事
を
し
よ
う
。

　

一
、
家
族
に
迷
惑
の
か
か
ら
な
い
様
に
し
よ
う
。

　

そ
れ
に
は
、
心
豊
か
に
、
明
る
く
、
楽
し
く
、
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
其
れ
に
は
努
力
が
必
要
で
す
。
出
来
る
だ
け
頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
書
か
し
て
頂
い
た
事
、
良
い
お
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
有
り
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
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定
年
退
職
を
三
年
残
し
て
五
十
七
歳
で
職
を
去
り
ま
し
た
。
小
中
学
校
の
養
護

教
諭
と
い
う
、
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
で
、
本
当
に
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
し
ま

し
た
。
素
晴
ら
し
い
仲
間
と
大
き
な
仕
事
（
研
究
発
表
会
）
を
や
り
終
え
、
「
こ

れ
で
何
の
未
練
も
な
い
。
希
望
を
持
っ
た
若
い
方
に
席
を
譲
ろ
う
。
」
と
思
っ
て

身
を
引
き
、
満
足
感
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
あ
る
方
か
ら
、
「
今
ま
で
無
事
に
勤
め
ら
れ
た
お
礼
に
、
少
し
手

伝
っ
て
く
れ
よ
。
」
と
誘
わ
れ
、
週
に
二
十
四
時
間
の
社
会
教
育
指
導
員
の
仕
事

を
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

学
校
教
育
の
分
野
か
ら
社
会
教
育
の
分
野
に
変
わ
り
、
少
々
戸
惑
い
な
が
ら
も

楽
し
く
仕
事
を
し
ま
し
た
。
社
会
教
育
指
導
員
と
し
て
、
様
々
な
職
種
の
方
や

様
々
な
年
齢
層
の
方
と
関
わ
る
こ
と
は
、
新
鮮
で
あ
り
、
新
た
な
自
分
を
発
見
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
の
一
番
の
思
い
出
は
、
「
世
界
の
三
國
」
と

言
わ
れ
る
三
國
清
三
シ
ェ
フ
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
や
っ
た
こ
と
で
す
。
三
年
の
予

定
が
四
年
も
勤
め
て
、
い
ざ
お
別
れ
と
い
う
と
き
に
、
「
も
う
一
度
、
子
ど
も
に

関
わ
る
仕
事
を
応
援
し
て
く
れ
な
い
か
。
」
と
声
が
掛
か
り
ま
し
た
。

　

思
い
が
け
な
い
こ
と
に
、
二
十
三
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
た
袋
井
市
の
重
要
施
策

で
あ
る
『
子
ど
も
発
達
支
援
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
事
業
』
に
足
を
踏
み
入
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
相
談
機
関
と
違
い
、
支
援
も
積
極
的
に
行

い
、
何
よ
り
も
〇
歳
か
ら
十
八
歳
ま
で
ト
ー
タ
ル
に
関
わ
る
と
い
う
組
織
の
一
員

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
名
も
「
子
ど
も
支
援
チ
ー
ム
」
で
す
。
そ
こ
で
私
は
、
広

報
活
動
、
資
料
作
成
、
教
材
づ
く
り
な
ど
の
仕
事
を
任
さ
れ
、
楽
し
く
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
養
護
教
諭
時
代
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
す
こ
と
が
で
き
、
ま
さ
に
水
を

得
た
魚
の
よ
う
に
生
き
生
き
と
し
た
毎
日
で
す
。

　

そ
の
中
で
、
二
十
四
年
度
に
は
、
子
ど
も
支
援
チ
ー
ム
の
活
動
の
一
つ
で
あ
る

「
ひ
ら
が
な
読
み
調
べ
の
取
組
」
を
、
研
究
論
文
と
し
て
ま
と
め
て
日
本
教
育
公

務
員
弘
済
会
の
教
育
論
文
募
集
に
応
募
し
た
と
こ
ろ
、
思
い
が
け
ず
も
『
静
岡
県

最
優
秀
賞
』
『
全
国
奨
励
賞
』
を
受
賞
し
ま
し
た
。
小
学
校
一
年
生
に
な
る
と
学

ぶ
ひ
ら
が
な
で
す
が
、
す
ら
す
ら
読
む
と
い
う
こ
と
は
意
外
に
難
し
く
、
困
っ
て

い
る
子
が
多
い
の
で
す
。
そ
れ
を
統
計
的
に
把
握
し
、
課
題
を
出
し
て
い
っ
た
こ

と
が
認
め
ら
れ
た
の
で
す
。

　

さ
ら
に
、
二
十
五
年
度
に
は
、
「
ひ
ら
が
な
読
み
調
べ
か
ら
発
展
さ
せ
た
こ
と

ば
を
育
む
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
推
進
」
を
研
究
論
文
と
し
て
ま
と
め
、
博
報
児
童
教

育
振
興
会
の
論
文
募
集
に
応
募
し
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
ま
た
特
別
支
援
教
育
部
門
の

『
博
報
賞
』
を
受
賞
し
ま
し
た
。
全
国
で
十
七
の
個
人
ま
た
は
団
体
と
い
う
狭
き

門
で
す
の
で
、
本
当
に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
現
役
時
代
に
も
研
究
論
文
は
何
回

か
書
き
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
大
き
な
賞
を
い
た
だ
い
た
こ
と
は
な
く
、
最
初

は
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
ノ
ー
ベ
ル
賞
に
は
か
な
い
ま
せ
ん
が
、
『
博
報

賞
』
で
は
受
賞
セ
レ
モ
ニ
ー
が
三
日
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
る
で
夢

の
よ
う
で
し
た
。

　

「
子
ど
も
支
援
チ
ー
ム
」
か
ら
「
子
ど
も
支
援
室
」
と
な
っ
た
私
た
ち
の
活
動

は
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
袋
井
市
内
は
も
ち
ろ
ん
、
広
く
県
内
や
全
国
の
方
に

も
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

『
博
報
賞
』
の
受
賞
が
縁
と
な
り
、
今
回
、
主
任
専
門
相
談
員
で
あ
る
小
林
純

代
さ
ん
が
明
治
図
書
出
版
か
ら
本
を
出
す
こ
と
に
な
り
、
そ
の
本
の
原
稿
づ
く
り

か
ら
イ
ラ
ス
ト
書
き
ま
で
、
協
力
者
と
し
て
携
わ
り
ま
し
た
。
今
ま
で
に
経
験
し
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た
こ
と
の
な
い
高
揚
感
を
味
わ
い
、
ワ
ク
ワ
ク
し
た
毎
日
で
し
た
。
一
年
か
け
て

書
き
上
げ
た
本
は
、
十
二
月
九
日
に
発
売
に
な
り
、
十
二
月
三
十
一
日
に
は
静
岡

新
聞
に
出
版
し
た
本
に
つ
い
て
の
記
事
が
載
り
、
大
き
な
反
響
を
呼
び
ま
し
た
。

　

出
版
を
記
念
し
て
、
ス
タ
ッ
フ
や
応
援
し
て
く
れ
た
仲
間
の
皆
さ
ん
と
出
版
記

念
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
し
、
最
高
の
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

退
職
後
は
ゆ
っ
く
り
と
家
の
こ
と
を
や
り
な
が
ら
、
孫
の
世
話
が
で
き
た

ら
・
・
・
な
ど
と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
「
少
し
手
伝
っ
て
」
で
始
ま
っ
た
仕
事

か
ら
次
の
仕
事
に
つ
な
が
り
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
の
ん
び
り
と
は
か
け
離

れ
、
仕
事
、
孫
の
守
り
、
民
生
児
童
委
員
と
い
う
三
つ
の
役
割
を
持
っ
て
忙
し
い

毎
日
で
す
。
土
曜
日
、
日
曜
日
に
も
仕
事
以
外
の
雑
多
な
用
事
が
入
る
た
め
、
自

由
に
な
る
日
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
が
、
『
人
の
役
に
立
っ
て
い
る
』
と
い
う

こ
の
気
持
ち
が
、
活
動
力
の
源
に
な
っ
て
い
る
気
が
し
ま
す
。

　

退
職
の
時
に
は
考
え
て
も
い
な
か
っ
た
今
の
生
活
で
す
が
、
次
か
ら
次
に
予
想

も
し
な
か
っ
た
素
晴
ら
し
い
こ
と
が
起
こ
り
、
私
の
退
職
後
を
輝
か
せ
、
飾
っ
て

く
れ
て
い
ま
す
。

　

今
で
も
、
元
養
護
教
諭
と
し
て
後
輩
養
護
教
諭
の
前
に
立
つ
こ
と
も
あ
り
、

若
々
し
く
は
つ
ら
つ
と
し
た
姿
に
「
私
も
ま
だ
ま
だ
頑
張
ら
な
く
っ
ち
ゃ
」
と
自

分
に
喝
を
い
れ
て
い
ま
す
。
い
い
刺
激
で
す
。

　

人
生
何
が
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
面
白
い
の
で
し
ょ
う
。
あ
っ
と

い
う
間
に
退
職
八
年
目
に
な
り
、
六
十
五
歳
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
熟

年
人
生
を
楽
し
み
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
、
生
き
生
き
と
、
「
知
的
好
奇
心
」
を
持
っ
て

過
ご
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

博報賞贈呈式

出版記念パーティー

出版した「本」と「拗音かるた」
＊問合せ先：子ども支援室（電話0538－45－0601）
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私
が
子
供
の
時
に
は
『
道
徳
』
の
授
業
が
あ
っ
た
。
こ
の
授
業
を
私
は
嫌
い

だ
っ
た
。
上
か
ら
押
し
付
け
ら
れ
た
価
値
観
と
子
供
心
に
感
じ
、
嘘
く
さ
い
と

思
っ
て
い
た
。

　

価
値
あ
る
事
か
無
い
事
か
は
、
他
人
に
決
め
て
も
ら
う
の
で
は
な
く
、
自
分
で

判
断
す
る
事
だ
と
思
っ
て
い
た
し
、
今
も
そ
の
よ
う
に
思
っ
て
い
る
。

　

そ
ん
な
私
だ
が
、
最
近
の
世
情
を
見
て
い
る
と
、
一
方
で
は
安
定
志
向
、
又
、

他
人
を
許
さ
な
い
攻
撃
性
が
目
立
つ
発
言
が
多
い
と
感
じ
る
。

　

安
定
志
向
は
、
ネ
ッ
ト
社
会
を
反
映
し
て
い
る
の
か
、
う
ま
い
食
べ
物
屋
を
探

す
の
に
も
他
人
の
評
価
ポ
イ
ン
ト
が
多
い
店
を
選
ぶ
よ
う
だ
。
大
多
数
の
人
が
お

い
し
い
と
感
じ
た
の
だ
か
ら
、
は
ず
れ
の
確
立
は
低
い
だ
ろ
う
が
、
こ
れ
で
良
い

の
だ
ろ
う
か
。
せ
っ
か
く
人
と
し
て
生
ま
れ
な
が
ら
、
先
ず
、
自
分
の
味
覚
で
確

か
め
ず
、
大
多
数
の
人
が
下
し
た
評
価
を
鵜
呑
み
に
し
て
判
断
基
準
に
し
て
し

ま
っ
て
い
る
。
食
の
冒
険
く
ら
い
は
し
て
も
生
命
に
別
状
は
無
い
。
そ
も
そ
も
、

味
覚
は
百
人
百
様
、
育
っ
た
環
境
、
経
験
、
職
業
等
に
よ
っ
て
も
異
な
る
も
の
だ

と
思
う
。
は
ず
れ
を
嫌
い
す
ぎ
な
の
で
は
と
思
っ
て
し
ま
う
。

　

就
職
先
も
世
間
の
評
価
が
高
い
と
こ
ろ
へ
と
考
え
る
よ
う
だ
が
、
そ
も
そ
も
、

初
め
て
職
業
に
つ
く
と
き
に
は
、
自
分
の
適
性
は
判
ら
な
い
だ
ろ
う
に
。
や
っ
て

み
て
、
適
性
が
無
い
と
感
じ
て
か
ら
転
職
し
て
も
、
永
い
人
生
、
充
分
に
、
や
り

直
し
は
き
く
だ
ろ
う
し
、
経
験
上
、
無
駄
な
事
は
な
い
。

　

攻
撃
性
に
つ
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
ナ
イ
ズ
さ
れ
た
結
果
か
も
し
れ
な
い
が
、
自

己
正
当
性
の
主
張
と
、
自
分
と
意
見
の
異
な
る
人
の
話
を
聞
か
ず
、
話
し
合
っ
て

結
論
を
導
き
出
す
事
を
嫌
い
、
訴
訟
に
よ
る
処
理
に
委
ね
よ
う
と
い
う
発
想
を
す

る
人
が
増
え
た
。
民
事
訴
訟
の
解
決
策
は
、
損
害
賠
償
と
い
う
形
を
と
る
事
が
多

い
か
ら
、
結
局
、
金
銭
を
相
手
か
ら
取
る
事
に
よ
り
、
解
決
が
は
か
ら
れ
た
と
す

る
。
ど
ち
ら
に
正
義
が
あ
っ
た
の
か
が
誰
に
で
も
判
断
可
能
な
金
銭
価
値
で
は
じ

き
出
さ
れ
、
そ
れ
で
本
当
に
解
決
さ
れ
た
の
か
と
思
う
。
話
し
合
い
に
応
じ
な
い

で
、
自
ら
の
主
張
だ
け
を
押
し
付
け
る
か
ら
訴
訟
と
い
う
解
決
方
法
し
か
選
択
で

き
な
く
な
る
の
だ
と
思
う
。
お
互
い
が
相
手
を
思
い
遣
る
事
が
で
き
れ
ば
訴
訟
以

外
の
解
決
法
が
採
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

安
定
志
向
も
、
攻
撃
性
も
、
人
が
幼
稚
に
な
っ
て
き
て
い
る
か
ら
と
お
も
わ
れ

る
。
物
事
を
判
断
す
る
に
際
し
、
白
、
黒
し
か
な
い
し
、
人
間
関
係
は
敵
か
味
方

に
し
か
区
分
さ
れ
な
い
。
経
済
的
に
豊
か
な
ら
幸
せ
で
、
貧
し
け
れ
ば
不
幸
、
価

値
観
が
二
者
択
一
に
な
っ
て
、
単
純
化
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

　

や
り
た
い
事
が
み
つ
か
っ
て
、
そ
れ
に
向
け
て
努
力
中
だ
か
ら
、
経
済
的
に
は

貧
し
く
て
も
、
自
分
と
し
て
は
充
実
し
て
い
て
幸
せ
だ
と
感
じ
る
よ
う
な
人
が
私

達
の
若
い
頃
に
比
べ
、
減
っ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

　

せ
っ
か
く
、
こ
の
人
の
世
に
生
ま
れ
て
き
た
の
だ
か
ら
、
他
人
や
世
間
の
評
価

で
は
な
く
、
自
分
の
頭
で
考
え
、
身
体
や
心
で
感
じ
る
生
き
方
を
し
て
欲
し
い
。

他
人
（
外
国
人
も
含
め
、
自
分
と
は
考
え
方
の
違
う
人
に
も
）
に
は
優
し
く
、
動

物
や
植
物
に
も
愛
情
を
も
て
る
よ
う
な
人
が
増
え
て
い
っ
て
欲
し
い
。

　

以
上
、
私
の
価
値
観
を
他
人
に
押
し
付
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
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熟
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が
、
私
が
押
し
付
け
よ
う
と
し
て
も
、
私
に
は
何
の
強
制
力
も
無
い
わ
け
で
、
こ

の
文
章
を
読
ん
だ
若
い
人
達
が
自
分
で
判
断
し
、
自
分
の
価
値
観
を
大
切
に
し
た

生
き
方
を
し
て
く
れ
れ
ば
良
い
と
私
が
思
う
の
み
で
あ
る
。
人
間
好
き
な
、
優
し

い
人
が
た
く
さ
ん
増
え
て
く
れ
れ
ば
、
結
局
、
皆
に
優
し
い
、
住
み
や
す
く
、
生

き
て
い
き
や
す
い
社
会
に
な
る
と
い
う
、
し
ご
く
、
あ
た
り
ま
え
の
話
な
の
で
あ

る
。

　

世
間
、
社
会
、
世
の
中
、
こ
の
よ
う
に
い
う
と
、
一
つ
の
価
値
観
を
も
っ
た
大

多
数
の
集
ま
り
の
よ
う
だ
が
、
結
局
、
一
人
一
人
の
個
人
に
帰
す
る
と
い
う
事

だ
。
一
人
一
人
と
は
、
ほ
か
で
も
な
い
、
君
で
あ
り
、
あ
な
た
で
あ
る
。
優
し
く

強
い
個
人
に
な
っ
て
欲
し
い
。
そ
う
い
う
人
が
た
く
さ
ん
住
ん
で
い
る
日
本
国
を

つ
く
っ
て
い
っ
て
欲
し
い
。
他
の
国
の
人
が
日
本
に
住
み
た
い
と
言
う
、
そ
う
い

う
国
を
つ
く
っ
て
い
っ
て
欲
し
い
。
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私
は
72
歳
で
す
。
70
歳
に
な
る
私
を
、
私
自
身
想
像
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
生

き
て
い
れ
ば
年
を
と
る
こ
と
は
当
然
で
す
。
理
屈
で
は
わ
か
っ
て
い
て
も
、
実
際

70
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
時
、
ひ
ど
い
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。
「
高
齢
者
」
、
「
年

寄
り
」
、
「
お
ば
あ
さ
ん
」
、
私
の
中
で
声
が
聞
こ
え
ま
す
。

　

私
が
70
年
間
生
き
て
き
た
こ
と
に
ど
ん
な
価
値
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
れ
か

ら
先
、
ど
う
い
う
目
標
に
向
か
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
。
毎
日
が
ぼ
ん
や
り
と
し
た

日
々
で
し
た
。

　

あ
る
朝
、
い
つ
も
の
よ
う
に
、
早
朝
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
て
い
る
と
、
男
の
人

と
す
れ
ち
が
い
ま
し
た
。
大
き
な
声
で
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
」
と
声
を
か

け
る
と
「
元
気
な
い
い
声
だ
ね
え
。
お
れ
ま
で
元
気
に
な
る
よ
。
」
と
返
っ
て
き

ま
し
た
。

　

私
の
声
を
ほ
め
ら
れ
た
。
う
れ
し
い
な
あ
。

　

私
は
心
に
決
め
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
私
は
誰
か
の
良
い
所
を
み
つ
け
よ
う
。
そ

し
て
そ
れ
を
伝
え
よ
う
。

　

ス
ー
パ
ー
で
買
い
物
を
し
て
支
払
う
時
、
レ
ジ
の
人
は
商
品
の
金
額
を
声
を
出

し
て
読
み
あ
げ
、
商
品
は
重
い
物
、
軽
い
物
、
に
お
い
の
強
い
物
は
別
に
、
大
き

さ
を
そ
ろ
え
て
て
き
ぱ
き
、
か
ご
に
入
れ
て
く
れ
ま
し
た
。
「
忙
し
い
の
に
、
声

を
出
し
て
読
み
あ
げ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
て
い
ね
い
に
か
ご
に
入
れ
て
く
れ

て
助
か
り
ま
す
。
」
と
言
う
と
、
そ
の
人
は
一
瞬
驚
い
た
よ
う
で
し
た
。
「
あ
た

り
ま
え
の
こ
と
を
し
た
だ
け
で
す
。
で
も
そ
う
言
わ
れ
る
と
仕
事
に
は
り
あ
い
が

出
ま
す
。
う
れ
し
い
で
す
。
」

　

い
い
笑
顔
で
し
た
。
私
も
「
あ
り
が
と
う
」
と
言
っ
て
店
を
出
ま
し
た
。

　

心
が
軽
く
な
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

　

久
し
ぶ
り
に
乗
っ
た
バ
ス
で
、
運
転
士
さ
ん
の
車
内
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
流
れ
ま
し

た
。
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
」
の
あ
い
さ
つ
か
ら
は
じ
ま
り
細
や
か
な
心
づ

か
い
が
感
じ
ら
れ
る
案
内
で
し
た
。
バ
ス
を
降
り
る
時
「
ア
ナ
ウ
ン
ス
よ
か
っ
た

で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
」

　

運
転
士
さ
ん
は
「
ど
う
い
た
し
ま
し
て
。
」

　

い
い
一
日
の
始
ま
り
で
す
。

　

他
に
も
、
病
院
へ
行
っ
た
り
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
講
座
を
受
け
た
り
、
体

育
館
や
プ
ー
ル
へ
行
っ
た
り
し
て
、
大
勢
の
人
と
の
出
会
い
が
あ
り
ま
す
。

　

い
い
と
こ
ろ
を
見
つ
け
て
そ
れ
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
日
は
大
満
足
で
す
。

私
は
、
私
を
「
よ
く
で
き
た
ね
。
」
と
ほ
め
ま
す
。

　

自
分
を
ほ
め
る
こ
と
が
ど
ん
な
に
す
ば
ら
し
い
こ
と
か
を
、
そ
の
時
、
気
づ
い

た
の
で
す
。

　

私
が
70
年
間
生
き
て
き
た
こ
と
は
、
周
り
の
人
々
の
良
い
所
を
見
つ
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
と
、
自
分
の
良
い
所
を
ほ
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
と
い
う
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

2
年
が
た
っ
て
、
始
め
た
頃
よ
り
肩
に
力
が
は
い
る
こ
と
も
な
く
、
自
然
体
で

「
良
い
所
探
し
」
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
、
私
が
め
ざ
し
た
い
こ
と
は
「
反
省
」
す
る
時
「
私
は
こ
ん
な
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
が
ん
ば
り
ま
し
た
。
」
と
言
う
こ
と
で
す
。

　

「
で
き
な
か
っ
た
こ
と
」
を
ふ
り
か
え
る
の
で
は
な
く
「
で
き
た
こ
と
を
ふ
り

か
え
る
」
こ
と
に
し
た
い
で
す
。

　

友
達
関
係
で
も
「
あ
の
人
が
こ
ん
な
こ
と
を
し
て
く
れ
た
の
で
よ
か
っ
た
。
」

第
15
回
熟
年
メ
ッ
セ
ー
ジ
大
会 

は
つ
ら
つ
賞

ほ
め
ま
し
ょ
う

静
岡
市
葵
区
　
　
倉
知
　
幸
子
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と
言
え
る
と
い
い
な
あ
。

　

私
の
小
さ
な
想
い
が
、
い
つ
か
、
学
校
や
家
庭
や
地
域
の
人
々
に
広
が
っ
て

い
っ
た
ら
、
「
悲
し
い
事
件
」
も
起
き
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な
時
が
来
る
こ
と

を
私
は
祈
っ
て
い
ま
す
。

 咲
き
き
�
て 

く
れ
て 

あ
り
が
と
う  

夏
� 

内
に
秘
め
た
�
凛
� 

あ
り
が
と
う 

 厳
し
い 

寒
さ
の
中
を 

じ
�
と
耐
え
て 

芽
を
出
し 

咲
い
て
く
れ
て 

あ
り
が
と
う 

 
♪
�
い
い
と
こ
� 

見
つ
け
た
�
♪ 

 梅
雨
空
の
も
と
で 

明
る
く
咲
い
て
く
れ
て

あ
り
が
と
う 
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【
こ
の
作
品
は
ビ
デ
オ
で
応
募
さ
れ
ま
し
た
：
事
務
局
】

　

真
夜
中
の
静
か
な
部
屋
で
、
人
工
呼
吸
器
が
夫
の
体
に
息
を
吹
き
込
む
。
気
持

ち
良
よ
さ
そ
う
に
眠
り
に
つ
い
て
い
る
夫
は
Ａ
Ｌ
Ｓ
『
筋
委
縮
性
側
索
硬
化
症
』

と
い
う
進
行
性
の
難
病
で
す
。
体
調
不
良
を
訴
え
て
か
ら
17
年
。

　

「
自
然
体
で
逝
き
た
い
」
と
い
う
夫
に
「
私
を
一
人
ぼ
っ
ち
に
し
な
い
で
」
と

大
泣
き
し
た
9
年
前
。

　

夫
は
、
私
の
た
め
に
人
工
呼
吸
器
を
装
着
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

食
べ
る
こ
と
も
声
を
出
す
こ
と
も
、
体
ど
こ
ろ
か
指
一
本
す
ら
動
か
な
い
ベ
ッ

ド
で
の
生
活
。

　

し
か
し
夫
は
、
そ
ん
な
日
々
を
笑
顔
で
穏
や
か
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に

は
こ
ん
な
訳
が
あ
る
の
で
す
。

　

持
ち
寄
り
の
ご
ち
そ
う
で
ラ
ン
チ
を
始
め
た
の
が
き
っ
か
け
で
結
ば
れ
た
『
水

曜
会
』
の
メ
ン
バ
ー
が
日
頃
か
ら
た
く
さ
ん
の
友
情
を
く
だ
さ
り
、
介
護
の
手
伝

い
や
悩
み
相
談
、
お
花
見
や
コ
ン
サ
ー
ト
、
映
画
鑑
賞
な
ど
、
い
つ
も
一
緒
に
行

動
し
て
力
に
な
っ
て
く
れ
る
の
で
す
。

　

そ
ん
な
友
の
一
人
が
「
オ
カ
リ
ナ
を
習
い
始
め
た
か
ら
練
習
さ
せ
て
ね
」
と
、

夫
の
横
で
、
つ
っ
か
え
な
が
ら
も
一
生
懸
命
吹
い
て
い
る
の
を
聞
い
て
い
る
う
ち

に
、
「
私
達
も
吹
け
た
ら
い
い
ね
」
と
一
致
団
結
！
み
ん
な
で
練
習
を
始
め
ま
し

た
。

　

夫
は
「
上
手
に
な
り
ま
し
た
ね
！
」
と
褒
め
て
く
れ
た
り
、
リ
ク
エ
ス
ト
し
て

く
れ
た
り
し
ま
す
。

　

音
楽
が
大
好
き
な
夫
に
吹
い
て
あ
げ
た
い
。
そ
し
て
大
き
な
目
標
を
も
っ
て
練

習
し
た
方
が
上
達
す
る
か
ら
と
『
熟
年
メ
ッ
セ
ー
ジ
』
に
参
加
し
よ
う
と
決
め
ま

し
た
。

　

そ
の
話
を
仲
良
く
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
オ
カ
リ
ナ
の
先
生
に
お
話
し
し
た
と

こ
ろ
、
月
に
一
度
、
レ
ッ
ス
ン
を
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
に
な
り
、
ま
す
ま
す
練
習

に
熱
が
入
り
ま
す
。
『
熟
年
メ
ッ
セ
ー
ジ
』
に
参
加
し
よ
う
と
練
習
を
始
め
て
か

ら
1
年
。
日
頃
の
成
果
を
聞
い
て
も
ら
お
う
と
、
夫
の
前
で
発
表
会
を
行
う
こ
と

に
し
ま
し
た
。

　

夫
は
友
情
と
い
う
デ
ザ
ー
ト
を
い
っ
ぱ
い
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
心
は
と
て
も

健
康
で
す
。

　

そ
し
て
、
介
護
の
疲
れ
は
夫
の
笑
顔
が
解
消
し
て
く
れ
る
の
で
、
私
も
笑
顔
で

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

Ａ
Ｌ
Ｓ
と
い
う
病
に
な
っ
た
こ
と
は
と
て
も
辛
い
け
れ
ど
、
Ａ
Ｌ
Ｓ
の
病
が
素

敵
な
友
に
出
逢
わ
せ
て
く
れ
た
今
、
私
達
夫
婦
は
心
か
ら
幸
せ
を
感
じ
て
い
ま

す
。

（
武
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト
）
（
パ
ソ
コ
ン
の
音
声
で
）

　

「
今
の
自
分
は
皆
さ
ん
の
支
え
で
、
病
に
な
っ
て
17
年
が
す
ぎ
て
も
、
元
気
で

過
ご
せ
る
こ
と
は
、
ひ
と
え
に
、
皆
さ
ん
の
お
蔭
さ
ま
で
と
理
解
し
て
い
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
」

　

「
至
ら
な
い
僕
だ
け
ど
よ
ろ
し
く
ね
！
」

　

こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
練
習
し
、
将
来
は
施
設
な
ど
を
訪
問
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
が
で
き
た
ら
い
い
な
あ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

夫
の
笑
顔
が
末
永
く
、
友
と
の
絆
も
末
永
く
続
き
ま
す
よ
う
に
。

第
15
回
熟
年
メ
ッ
セ
ー
ジ
大
会 

は
つ
ら
つ
賞

武
さ
ん
と
水
曜
会
　
～
オ
カ
リ
ナ
で
繋
ぐ
友
の
絆
～

駿
東
郡
長
泉
町
　
　
杉
山
　
朝
子
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友人が・・いたずらして・・貼り付けました

オカリナ、ハーモニカ、トランペット、ピアノで「第九」を合奏しました

富士霊園にお花見に出かけました

裾野市運動公園近くのコスモス畑にて

水曜会の友に祝ってもらいました
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健
康
寿
命
が
静
岡
県
は
男
女
計
73
．53
才
で
日
本
一
、
男
性
の
平
均
で
は
71
．68
才

で
愛
知
県
に
続
い
て
第
二
位
、
あ
く
ま
で
も
平
均
論
の
話
だ
が
男
性
の
平
均
寿
命

を
み
る
と
、
79
．94
才
、
こ
の
差
の
約
8
年
間
は
介
護
を
受
け
る
可
能
性
が
あ
る
期

間
と
も
云
え
る
。
何
と
も
淋
し
い
話
だ
。

　

私
は
現
在
75
才
、
健
康
そ
の
も
の
、
取
り
あ
え
ず
は
ど
こ
も
悪
い
と
こ
ろ
は
な

い
。
ど
こ
ろ
か
こ
の
齢
に
な
っ
て
ワ
ク
ワ
ク
感
、
ウ
キ
ウ
キ
感
、
充
実
感
を
実
感

中
で
す
。

　

現
役
中
の
55
才
か
ら
縁
あ
っ
て
油
彩
画
に
挑
戦
し
、
基
礎
を
習
い
、
描
き
続
け

て
20
年
、
暇
さ
え
あ
れ
ば
キ
ャ
ン
バ
ス
を
前
に
塗
り
た
く
っ
て
い
ま
す
。

　

子
供
た
ち
も
独
立
し
、
自
身
も
定
年
を
迎
え
た
60
才
頃
か
ら
は
近
く
の
畑
を
借

り
て
野
菜
作
り
の
真
似
事
と
、
一
方
で
永
年
の
念
願
だ
っ
た
生
き
て
い
る
間
に
せ

め
て
世
界
遺
産
を
１
０
０
か
所
位
は
観
て
み
た
い
と
い
う
目
標
も
立
て
、
そ
の
た

め
に
悪
戦
苦
闘
の
英
会
話
に
も
挑
戦
、
懐
の
心
配
を
し
な
が
ら
、
そ
れ
で
も
現
在

ま
で
丁
度
80
か
所
を
観
て
き
ま
し
た
。
作
品
作
り
や
展
覧
会
へ
の
出
品
、
海
外
旅

行
な
ど
を
通
じ
て
で
き
た
多
く
の
仲
間
と
交
流
中
で
、
日
々
生
き
甲
斐
を
感
じ
て

い
ま
す
。

　

さ
ら
に
挑
戦
は
続
き
、
72
才
か
ら
は
新
た
に
ド
ラ
ム
ス
へ
挑
戦
し
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
が
ま
た
途
轍
も
な
く
楽
し
い
。

　

私
の
住
む
区
は
箱
根
西
麓
で
、
芦
ノ
湖
か
ら
隧
道
を
掘
り
深
良
用
水
を
引
い
た

大
庭
源
之
亟
の
子
孫
も
居
住
す
る
世
帯
数
２
１
５
戸
、
高
齢
化
率
は
30
％
と
高
い

が
、
明
る
く
て
元
気
な
同
年
輩
が
多
く
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
愛
好
す
る
歩
こ
う
会
、

ゴ
ル
フ
同
好
会
、
旅
行
の
会
、
ギ
タ
ー
同
好
会
、
囲
碁
将
棋
の
会
な
ど
趣
味
や
親

睦
を
兼
ね
て
多
く
の
区
民
が
日
々
楽
し
ん
で
い
る
素
晴
ら
し
い
町
内
で
す
。

　

中
で
も
ギ
タ
ー
同
好
会
に
は
音
楽
好
き
な
高
齢
者
が
集
ま
り
、
区
の
集
会
所
で

毎
週
2
回
の
練
習
や
、
バ
ン
ド
を
編
成
し
た
り
し
て
昭
和
の
懐
か
し
い
曲
を
演
奏

し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
会
が
練
習
の
成
果
を
初
め
て
披
露
す
る
発
表
会
が
区
民
の

忘
年
会
を
兼
ね
て
行
わ
れ
た
時
の
こ
と
、
ギ
タ
ー
に
合
わ
せ
て
セ
ミ
プ
ロ
の
ド
ラ

マ
ー
が
叩
く
ド
ラ
ム
ス
の
格
好
の
良
さ
に
齢
甲
斐
も
な
く
魅
せ
ら
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　

打
ち
上
げ
の
席
上
、
前
に
座
っ
た
ド
ラ
マ
ー
に
「
私
も
一
度
叩
い
て
み
た
い

な
」
と
冗
談
の
つ
も
り
で
言
っ
た
と
こ
ろ
「
ど
う
ぞ
教
え
て
あ
げ
ま
す
よ
」
と
の

返
事
で
し
た
。
そ
の
方
は
サ
イ
ド
ギ
タ
ー
を
や
り
た
い
の
で
、
ド
ラ
ム
ス
を
叩
け

る
人
を
探
し
て
い
た
と
の
こ
と
。
偶
然
と
は
い
え
嬉
し
い
や
ら
有
難
い
や
ら
、
瓢

箪
か
ら
駒
が
出
る
と
は
こ
の
こ
と
か
と
は
云
え
生
れ
て
こ
の
方
楽
器
と
い
え
ば

ハ
ー
モ
ニ
カ
位
、
音
符
も
満
足
に
読
め
な
い
自
身
の
こ
と
も
忘
れ
即
飛
び
つ
き
ま

し
た
。

　

ま
ず
は
基
本
ビ
ー
ト
の
叩
き
方
か
ら
指
導
し
て
戴
き
、
自
宅
で
は
電
話
帳
を
ハ

イ
ハ
ッ
ト
、
辞
書
を
ス
ネ
ア
替
わ
り
に
連
夜
の
苦
闘
、
高
じ
て
し
ま
い
自
宅
に
エ

レ
キ
ド
ラ
ム
も
購
入
し
て
自
習
、
週
2
回
に
合
同
練
習
で
は
物
足
り
ず
、
週
1
回

は
楽
器
店
が
実
施
し
て
い
る
大
人
の
音
楽
教
室
ド
ラ
ム
ス
科
に
入
り
、
全
て
を
基

本
か
ら
学
習
中
で
す
。

　

楽
器
で
演
奏
す
る
と
云
っ
て
も
初
心
者
で
す
が
、
感
じ
る
こ
と
は
な
ん
と
奥
の

深
い
こ
と
か
、
そ
し
て
な
ん
と
楽
し
い
こ
と
か
。

　

最
近
で
は
バ
ン
ド
仲
間
全
員
が
70
才
以
上
に
な
り
、
昭
和
の
懐
か
し
の
メ
ロ

デ
ィ
や
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
を
演
奏
す
る
こ
と
が
珍
し
が
ら
れ
て
か
、
区
内
の
文
化
祭

第
15
回
熟
年
メ
ッ
セ
ー
ジ
大
会 

は
つ
ら
つ
賞

生
涯
挑
戦
！
　
老
後
は
楽
し
い裾

野
市
　
　
望
月
　
康
男
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や
お
祭
り
へ
の
出
演
は
勿
論
、
区
外
で
も
お
祭
り
や
市
観
光
協
会
の
事
業
、
市
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
文
化
事
業
な
ど
に
も
会
員
な
の
で
声
が
か
か
れ
ば
出
演
す
る

な
ど
、
す
っ
か
り
調
子
づ
い
て
い
ま
す
。

　

特
に
最
近
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
女
性
部
が
演
奏
曲
に
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ン
ス

の
振
り
付
け
を
し
、
舞
台
出
演
時
に
は
バ
ッ
ク
ダ
ン
サ
ー
役
も
買
っ
て
出
て
戴

き
、
賑
や
か
さ
も
出
て
き
た
区
内
の
活
性
化
は
勿
論
、
健
康
寿
命
を
高
め
る
こ
と

に
貢
献
し
て
い
る
と
自
負
し
て
い
る
昨
今
で
す
。

　

生
涯
挑
戦
の
心
意
気
が
い
つ
ま
で
続
け
て
い
け
る
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
野

菜
づ
く
り
や
絵
画
の
作
品
作
り
も
続
け
て
年
中
無
休
状
態
の
私
で
す
。

　

そ
れ
ら
に
加
え
て
の
ド
ラ
ム
ス
挑
戦
で
す
が
、
ワ
ク
ワ
ク
感
、
ウ
キ
ウ
キ
感
、

充
実
感
の
あ
る
毎
日
で
こ
ん
な
に
楽
し
い
老
後
な
ら
、
一
日
で
も
多
く
健
康
寿
命

を
延
ば
し
な
が
ら
、
長
生
き
し
た
い
と
欲
張
っ
て
い
ま
す
。

野菜作りでは初めて桜島大根をつくりました

大舞台での演奏に町内の女性部もレクダンスで応援

自画像「75歳のドラマー」
第18回静岡県すこやか長寿祭美術展の洋画部門で銅賞を戴く
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定
年
後
に
回
っ
て
き
ま
し
た
自
治
会
の
お
役
を
始
め
て
二
年
目
の
私
は
、
初
め

て
町
内
の
実
情
を
知
り
改
め
て
今
ま
で
自
治
会
の
お
役
を
さ
れ
た
役
員
さ
ん
の
ご

苦
労
を
知
り
感
謝
し
な
が
ら
今
の
お
役
を
前
向
き
に
と
ら
え
な
が
ら
活
動
し
て
い

る
毎
日
で
す
。

　

自
治
会
の
仕
事
は
、
自
治
会
費
の
管
理
の
お
仕
事
や
役
員
会
議
の
開
催
や
、
納

涼
祭
の
実
行
、
敬
老
会
開
催
、
防
災
訓
練
、
環
境
美
化
な
ど
の
用
事
が
あ
り
自
治

会
住
民
の
要
望
に
対
応
し
て
あ
げ
、
行
政
と
の
取
次
も
行
い
結
構
な
仕
事
は
あ
り

ま
す
。
特
に
最
近
は
役
所
の
仕
事
も
自
治
会
が
代
行
し
て
事
業
も
増
え
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　

今
ま
で
町
内
の
事
は
妻
任
せ
で
し
た
の
で
、
過
去
の
自
治
会
の
様
子
や
出
来
事

を
教
え
て
も
ら
い
相
談
し
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
が
、
や
は
り
こ
の
地
域
も
ご

多
分
に
漏
れ
ず
少
子
化
や
高
齢
社
会
の
問
題
等
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。
少
数
意
見

も
正
し
け
れ
ば
取
り
上
げ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
の
で
短
期
間
に
解
決
改
善
す
る

こ
と
は
難
し
い
の
が
現
状
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
時
、
突
然
妻
が
近
所
の
七
十
五
歳
以
上
の
女
性
に
声
を
か
け
て
、

月
に
一
回
公
民
館
で
趣
味
の
会
を
開
く
と
言
い
始
め
、
近
所
の
奥
様
に
声
を
か
け

勝
手
に
活
動
し
始
め
ま
し
た
。
朝
十
時
か
ら
十
一
時
三
十
分
の
一
時
間
三
十
分
、

私
ど
も
自
治
会
が
管
理
し
て
い
る
公
民
館
に
集
ま
り
、
一
回
五
百
円
会
費
で
メ
ン

バ
ー
が
持
っ
て
い
る
趣
味
を
中
心
に
参
加
者
が
先
生
に
な
り
会
費
の
範
囲
で
教
え

て
も
ら
い
な
が
ら
お
茶
菓
子
を
食
べ
集
ま
る
よ
う
声
掛
け
を
始
め
ま
し
た
。

　

こ
の
頃
は
町
内
で
集
ま
る
機
会
も
減
り
、
車
や
自
転
車
の
運
転
も
ま
ま
な
ら
な

い
高
齢
者
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
家
の
中
だ
け
で
毎
日
を
過
ご
す
方
よ
り
知
人
と

お
話
を
し
て
い
る
方
の
ほ
う
が
健
康
に
な
る
確
率
が
高
い
な
ど
の
報
道
も
聞
き
、

近
所
の
高
齢
化
の
状
況
を
聞
い
て
い
た
妻
が
私
を
巻
き
込
み
動
き
始
め
た
の
で
し

た
。

　

会
の
名
前
（
さ
さ
ゆ
り
会
）
や
決
め
ご
と
を
作
り
、
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
案
も

作
り
声
掛
け
を
始
め
ま
し
た
。
す
る
と
賛
同
し
お
世
話
役
を
し
て
協
力
し
て
い
た

だ
く
方
も
現
れ
、
第
一
回
の
集
ま
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
妻
の
趣
味
の
パ
ン
粘
土
の
お
地
蔵
さ
ん
作
り
で
す
。
幼
稚
園
児
に
も

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
教
え
に
行
っ
て
い
る
作
品
で
す
の
で
そ
ん
な
に
難
し
い
作
品

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
こ
の
日
の
お
茶
菓
子
は
わ
た
し
が
勧
め
た
ソ
フ
ト
ク

リ
ー
ム
、
そ
の
為
に
事
前
に
予
約
し
私
が
配
達
当
番
で
す
。

　

又
こ
れ
か
ら
行
お
う
と
し
て
い
る
行
事
に
は
車
の
移
動
も
必
要
に
な
り
ま
す
。

近
所
の
男
性
に
依
頼
し
車
を
必
要
と
す
る
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
ま
す
の
で
そ
れ
も
メ

ン
バ
ー
の
み
な
さ
ん
で
事
前
に
頼
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。
参
加
者
に
は
喜
ば
れ
一

安
心
で
す
が
、
実
行
し
て
見
る
と
家
庭
の
事
情
や
、
体
力
的
な
こ
と
で
毎
回
参
加

で
き
な
い
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
他
に
も
い
ろ
い
ろ
問
題
が
発
生
し
て
ま
い

り
ま
す
。
何
か
を
行
う
と
き
、
い
ろ
い
ろ
事
前
に
対
策
す
る
と
で
き
な
い
理
由
が

見
つ
か
り
ま
す
。
妻
た
ち
は
気
が
つ
く
範
囲
の
事
を
準
備
し
周
り
の
助
言
を
聞
き

な
が
ら
行
動
を
起
こ
し
て
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
批
判
も
あ
る
こ
と
は
覚
悟
を
し
て

い
ま
す
が
怖
い
も
の
知
ら
ず
の
妻
の
姿
を
見
て
い
る
と
改
め
て
応
援
し
て
あ
げ
た

い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

私
ど
も
夫
婦
は
子
育
て
も
終
わ
り
元
気
高
齢
者
で
時
間
も
あ
り
ま
す
。
私
の
自

治
会
活
動
も
来
年
（
平
成
27
年
）
三
月
に
は
終
わ
り
ま
す
。
「
人
間
の
基
本
的
な

単
位
は
個
人
で
は
な
く
家
族
だ
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
家
族
の
拡
大
版
は
地
域

第
15
回
熟
年
メ
ッ
セ
ー
ジ
大
会 

は
つ
ら
つ
賞

妻
が
始
め
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

浜
松
市
浜
北
区
　
　
山
﨑
　
敏
明
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の
共
同
体
で
す
。
世
の
中
の
不
満
を
行
政
の
せ
い
に
す
る
の
で
は
な
く
、
ま
ず
、

近
所
の
お
ば
さ
ん
の
井
戸
端
談
義
が
楽
し
く
復
活
し
て
く
れ
る
と
い
い
の
で
は
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

目
標
の
な
い
日
常
生
活
を
送
る
よ
り
は
人
様
の
お
世
話
を
し
な
が
ら
元
気
で
い

ら
れ
る
自
分
に
感
謝
し
て
毎
日
を
過
ご
し
た
い
と
、
妻
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
お

手
伝
い
に
協
力
し
、
お
互
い
あ
と
ど
の
く
ら
い
元
気
で
い
れ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん

が
同
じ
話
題
で
笑
顔
で
明
る
く
人
生
を
送
り
た
い
と
願
っ
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で

す
。

ささゆり会のメンバーと「浜北森林公園の森のつどい」にて

お地蔵さんと木の実↑
大王松の松ボックリとおひな様↓
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Ⅷ　第15回熟年メッセージ大会応募状況
（１）応募対象者

　県内在住者で、自身を熟年と思っている方　
　グループ（2～5人程度）での参加も可能

（２）応募テーマ
　特に定めなし。「次世代に伝えたいこと」や「これから挑戦したいこと」など何でも
よい。

（３）応募状況
　応募件数は、女性49件、男性39件、団体3件の合計91件であり、年代別では男女と
も70歳代が一番多かった。
　また、地域別では東部30件、中部30件、西部31件であった。
　応募者のうち、最高齢者は小山町在住の94歳女性であった。

（４）年代別・男女別応募状況

（５）地域別応募状況

（６）審査状況
　応募件数91件のうち１次審査（書類審査）を通過し
た８名に対して、12月18日に、健康ふれあい交流会実
行委員会委員による2次審査（オーディション）を実施
し、順位を決定した。

［表彰］グランプリ：１名
　　　　準グランプリ：１名
　　　　第3位：１名
　　　　はつらつ賞：５名

年　代 女　性 男　性 団　体 計
40 1件 1件
50 4件 2件 1件 7件
60 11件 9件 1件 21件
70 25件 17件 42件
80 6件 11件 1件 18件
90 2件 2件

合　計 49件 39件 3件 91件
＊団体は代表者の年齢である。

地　域 件　数
東　　部 30件
中　　部 30件
西　　部 31件
合　計 91件

熟年
メッセージ
募集

熟年
メッセージ
募集

熟年
メッセージ
募集

すこやか長寿祭健康ふれあい交流会実行委員会事務局
〈（公財）しずおか健康長寿財団健康増進生きがい推進課内〉
〒420-0856　静岡市葵区駿府町1番70号

お問合せ
応 募 先

TEL：054-253-4221
FAX：054-253-4222

◆静岡県内に在住し、ご自分を熟年と思う方（具体的な年齢制限を定めません）
◆グループ（2人～5人） 　◆日本語が出来る外国人の方も参加可能！（国籍は問いません）

対 象 者

［文章の場合］ 2,000文字以内　縦書きA4判400字原稿用紙  20×20を使用
［文章以外の場合］ 発表時間 10分以内　映像の場合はDVD（又はビデオテープ）、音声の場合はCD（又はMD）

応募形式

自由（特に定めません）
「次世代に伝えたいこと」や「これから挑戦したいこと」など、何でも結構です。

テ ー マ

募集期間募集期間

平成26年
7月1日（火）～
10月31日（金）

当日消印有効 表彰・発表 平成27年1月31日（土）にグランシップで開催する
「すこやか長寿祭健康ふれあい交流会」において行います。

想い・
伝える・つながる

想い・
伝える・つながる

「心に残る感動体験」「私の人生経験」「私のいきがい」
「これからの目標」「次世代に伝えたいこと」
「現代社会に喝っ！」など、テーマは自由です。
あなたの想いを、社会に発表してみませんか。

人生いろいろ。 まだまだこれから。 
今こそ熟年の元気を発信！
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Ⅸ　熟年メッセージ大会過去のグランプリ受賞者
（敬称略）

開催（年） 受　賞　者 題　　　　　名

第１回（2000年） 内田　民恵 私の「朗演」をめざす

第２回（2001年） 吉田　貞夫 高松市成人式に思う

第３回（2002年） グループ紙風船 踊っとかないとあとのまつり

第４回（2003年） 村松　多喜 「八十路の生きがい 万葉集を読む」

第５回（2004年） 野田　哲二 音楽をとおして社会に貢献

第６回（2005年） 山崎　富美子 おそるべし　熟年パワー

第７回（2006年） 松井　美智子 私の「人生の目的」
−私の歩んだ人生から見つけたもの−

第８回（2007年） 小林博治と
スモール・エコー 「みんなで挑戦」

第９回（2008年） 鈴木　ふき江 「豊かな晩秋のために」

第10回（2009年） 藤田　保代 熟年パワーで人生ますます若返り

第11回（2010年） 野澤　里治 過疎の山里にくらす

第12回（2011年） 成澤　政江 目上の人には感謝を　若い人にはエールを

第13回（2012年） 小澤　正人 やらないで後悔はしたくない

第14回（2013年） 倉前　弘 リサイクル工作で子どもたちと交流

健康ふれあい交流会実行委員会
大 会 会 長 佐古　伊康 しずおか健康長寿財団理事長

実行委員長 西谷　祐一 駿州夢づくり交流会

実 行 委 員 佐々木隆志 静岡県立大学短期大学部教授

実 行 委 員 砂田　学 駿州夢づくり交流会

実 行 委 員 平田　五子 静岡県老人クラブ連合会副会長

実 行 委 員 松浦　孝治 元静岡県ねんりんピック統括監

実 行 委 員 森田　みか 有限会社創造工房専務取締役
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すこやか長寿祭

健康ふれあい
交流会

健康長寿の三要素（運動・栄養・社会参加）

健康寿命日本一を推進しましょう！

第15回熟年メッセージ大会
記録集・メッセージ集

平成27年1月31日（土） グランシップ中ホール・大地
すこやか長寿祭健康ふれあい交流会実行委員会

平成26年度

公益財団法人 しずおか健康長寿財団しずおか健康長寿財団


